
Title 初心者に対するソフトボールの技術・戦術指導について

Author(s) 王, 潔; WANG, Jie; 進藤省次郎 他

Citation 北海道大学大学院教育学研究科紀要, 83, 187-210

Issue Date 2001-06

DOI https://doi.org/10.14943/b.edu.83.187

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/28826

Type departmental bulletin paper

File Information 83_P187-210.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP
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初心者のゲームで一般的に見られる現象は，アウトの数や塁の状況を考えずにゲームを進め，

攻撃側は，単に打って無目的に走るというような現象であり，守備側はボールを捕ってとeこへ投

げるかよく分からず，ボールをもって走者を追うというような現象などである。そのため 1回

のゲームで，雨チームそれぞれが10点以上得点するというようなゲームが多く見られている。

現在，日本においては，ソフトボールの技術指導についての「指導書jが数多く出されている。

しかし，それらの「指導書jのほとんどが，その技術指導における内容，教材構成等に関して

様々な問題点を持っている O その最大の問題点は，ソフトボールの技術・戦術を攻撃と守備に分

離し，それらの関連性を明確にせずに，個別技術と戦術が「内容J(教材)として提示されてい
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る点にある。そのため，初心者にとっては，攻防の個別技術や集団的戦術を何からどのような順

序で学べばよいのかが分かりにくいこと O また，どのようなゲーム状況の中で，どんな技術や戦

術を，なぜ行捜するのかという状況判断を伴った技術認識は自得せざるを得ないような内容(教

材)構成となっている O

筆者の研究の目的は，こうした問題点を克服し，誰もが質の高い技術・戦術を確実に認識し習

得することのできるソフトボールの理論とその教授プログラムを部り上げることにある。

そのための第1歩として，本論文においては，単なる技術ではなく，味方と相手，味方と味方

の関わり合いを明確にした「判断を伴った実戦的技能Jを教育内容として精選し，それらの内容
を含み込んだ教材の)11貫序構造を明らかしたい。そして，すべての学習者が， r他別的技術」と
「集菌的戦術Jを関i裏づけて学習でき， r集団的戦術Jに対する認識を確実に積み上げられるよ
うな教育内容と教授プログラムを部り上げたいと考える。

考祭と研究の方法は次のとうりである。

1，既存の指導理論を批判的に検討し，その教育学上の問題点を暁確にする。

2，ソフトボールの客観的技術を時間・空間・力動的側酷から総合的にその関連性を明確にし，

ソフトボールの本質を明らかにし，客観的な技術構造を明確にする。

3，ソフトボールの技術構造を明らかにし子どもたちが認識すべき内容を抽出し，それらの内

容を教育内容として再構成し 教材のj順序構造を構築する。

4，技能や技術を認識させるための系統的な頗序を明確にした教授プログラムを露骨り上げる。

5，実験授業によって，筆者なりのソフトボールの指導環論を検証し，今後の課題を明確する。

第一章既存の f指導書J• r理論jの検討
第一節検討の視点

現在，日本においては，ソフトボールの技術・戦術の指導に関する「指導書jは，数多く出さ

れている。このような f指導著書jを批判的に検討するとき，どのような視点で検討すべきである

かが重要である。注1)

筆者は，現在，北海道大学大学i詫教育学研究科健康スポーツ科学講座において研究しているが，

本講座の体育方法研究グループの研究方法論に学びたいと思っている。

北大体育方法研究グループでは，マイネルの「スポーツ運動学jにおける“人間の運動"に対

する優れた捉え方に学びながら，まず¥なによりも，学留者が学ぼうとする一つ一つスポーツ運

動の特質と技術(戦術)の一般的構造を明らかにしてきたこと O 注2) 

その時，一つのスポーツ運動を，動きの形態として単に現象的，抽象的に捉えるのではなく，

その運動過程において，身体が，どのような f場Jゃ「空間jに働きかけ，どのような時間的経

過の中でどのような空間的変化(移動)をしたのかという事実と特徴を明らかにすることによっ

て，それぞれ運動の独自の特性と技術(戦術)の構造を捉えようとしてきたこと O

第2に，そうした，各スポーツの独自の技術(戦術)の中から，すべてのこどもたちに学習さ

せるべき内容(わからせる内容)を抽出し，それらを教育内容として再構成し，その教育内容に

基づいた教材の)1隠序を確定する。第3に，各単元及び各時間の「内容jと「教材jを明確にした

教授プログラムを作成し，実験授業で検証していく，という一連の作業を通して，仮説的ではあ

るが，それぞれのスポーツ運動の優れた教授プログラムを創造している。



初心、考に対するソフトボ}ルの技術・戦術指導について 189 

筆者が，こうした研究方法(論)が優れていると考えるのは，まず，第lに，学習者が一つの

運動(技術)に挑戦し学ぼうとするときに，その運動の目的と対象をはっきりさせることができ

ること，すなわち，侭が「わかるjことによって何が「できるJようになるべきかを明らかにす

ることによって，学習者の技術の認識を助け，その習得を確実なものにしていくことができるこ

と。第2に， rわかるjことと「できるJことが1盟ずつ分断されることなく確実に積み上がっ
ていくような学習が可能になること。

第3に，一時間一時間の授業の良い患いが， r内容」と「教材Jの質の検討に自を舟けること
によって，よりよい「内容jと「教材Jを創り上げていくことができること，などが上げられる。

筆者は，以上のような北大体育方法グループの研究方法(論)に学びながら，既存の「指導書J
と若林の野球の「指導理論jを次のような視点から検討したい。

1，ソフトボール・野球における，技術・戦術をどのような構造で捉えているのか。

2，技術・戦術学習において，学習者が認識・習得すべき内容(教育内容)は何か，それらを

どのように認識させ習得させようと考えているのか。

3，教育内容をどのような教材として構成しているのか，そして，その構成の頼序性は合理的

であるか。

第二節既存のソフトボール「指導書jの検討

ここでは，現在，日本において出されている数多くのソフトボールの「指導書jの中で，代

表的な「指導書jと思われる吉村正・丸山克俊ほか著の『実戦ソフトボール.1(以下「指導書J)

を検討の対象とする。

彼らの f指導著書Jを検討するの理由は，彼らが全日本大学ソフトボール研究会会長と副会長で

あり，ともに全日本大学ソフトボール連盟理事であり，数多くのソフトボール関係の著書を出し，

f日本を代表する世界的なソフトボール指導者・研究者Jといわれている人物であり，彼らの

「指導書jが，今日の日本のソフトボールの技術・戦術の指導に，最も大きいな影響を与えてい

ると患われるからである。

「指導書Jは，提来までのオーソドックスな技術・戦術論を尊重しながら，アメリカの新しい

ソフトボール理論を取り入れ，彼らの経験を基礎としたオリジナリティをより生かして， rソフ
トボールをするJ人たちに，また「ソフトボールを指導するJ人たちを対象として，ソフトボー
ルの基礎珪論を再認識し，実践的理論について考察している。

表1-1のように， r指導書jは，まず，ソフトボールの技術全体を「守備綴J. r攻撃編J，
そして， r戦術編jというように分けて，それぞれの偲々の技術・戦術を詳しく述べ，現在のソ

表1-1 

自 次

守燐編 投手の守備・檎手の守備・野手の播球・送球・ l塁手.2塁手・ 3塁手・遊撃手
-外野手

攻撃編 打者・走者

戦術編 守備の戦術・攻撃の戦術

練習・健康 練響・トレーニング

管理編

jレール編 施設・用具に関するルール・プレーに関するjレール・審判に関するルール
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ブトボールの戦術・技術を f体系化jしている O

そして， r守備編Jでは，各守備者の守備技術・戦術内容を述べて，各守備のポジションをあ
きらかにしている。例えば 1塁手は， r何故あれほどまでに 1塁ベースより前で守備する必要
があるのか?また，打者によって守備位置を変わるべきか?J r無死/1塁で，打者が3塁手前
か，投手前にパントしたとき， 3嘉ベースをカバーするのは投手か?J rスローピッチでは，比
較的年齢の高い選手でも 1塁は務まるか?また，その守備位置は?などを極めて詳しく述べてい

る。

これらの「指導書jの「内容jは，ソフトボールの指導者にとって重要な参考になると考える。

個々の技術・戦術について詳しくとり上げ，それら一つ一つの技術・戦術について，何故こうす

べきかという根拠をあげて考察している。たしかに，初心者の指導にとって，こうした倍々の技

術ができなければゲームを行うことはできないと考える。また， r震の高いゲームjをするため
には「指導書Jが述べている「戦術内容jができなければならないと思われる。
しかし，これらの技術・戦術が，どんなレベルの学習者に対する指導内容なのかが明確にされ

ていないために，指導者がこの f指導書jによって誰にでもすぐ指導できるということにはなら

ないと考える。すなわち，それらの重要な「技術・戦術j内容が，何から，どのように，学習さ

せるべきなのかが明確にされていないのである。特に，初心者の指導では，これらの「技術・戦

術J内容をどのような順序で学習させるべきなのか，また，ゲームの中で，戦術内容を行使する
ためにどのような個別的技術を獲得すべきなのか。そして，集盟的戦術・個別的技術の関連はど

のようになっているのかといつことが極めて重要な問題なのであるが，その点については会く述

べられていない。

以上見てきたように， r指導書jは，ソフトボールのゲームを成立させる攻撃・守備の個別的
技術や戦術については，極めて具体的で詳細に明らかにしているのであるが，実際の指導にあ

たっては， r指導書jには，次のような問題点があると考えられる。
検討の視点の第1であるが，こうした莫大なソフトボールの攻撃・守備にわたる技術・戦術が

構造的に捉えられているかどうかということが重要である。しかし， r指導書jは，攻撃と守備
に完全に分離した形で，個別的技術や集団的戦術とその「内容Jを整理している。それ自体は意
味のある作業であるが，攻撃なら攻撃の技術・戦術だけが述べられているため，そうした技術や

戦術がいついかなる攻撃・守備の状況の中で行使されるべきかが大変分かりにくくなっているこ

と。すなわち，打撃技術や走塁技術などの攻撃技術は，いつ，なぜ，どこに打つべきなのか，な

ぜ，いつ走るべきかというゲーム状況との関わりのやで初めて意味をもってくるのであるが，そ

のことが完全に不明となっている。

そして，守僑技術についても同様である。ボールそのものの捕球や送球技術やタッチ技術は，

それだけが独立してできてもほとんど意味を持たない。それらを，いつ，何故，どのように行使

するのか。それは，攻撃側の打者や走者の攻撃的行動との関わりの中で，初めて意味が明らかに

なるのであり，このこととの関わりこそがもっと明らかにされて学習されなければならないと考

える。

第2の「内容Jと「教材jの底別と関連についてあるが， r指導書jでは，内容と教材は区別
されておらず roo持に，何ができるJroo時に，何をするjというように，運動(動作)を
個別的な技能のレベルで捉えている。個別的技術にしろ，集団的戦術にしろ，何が「わかるjべ

き内容なのかが明確にされておらず¥多様な「できるJようになるべき技術・戦術が，羅列的に
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述べられていると思われる。

第3に，教材の順序性について， r指導書jはソフトボールの本質を明らかにしておらず，内
容構成は，個々の技術と戦術を羅列的に述べており， }II資序性の明確な根拠が示されていなしミ。ま

た，攻撃仮uと守備俣uの技術・戦術も切りはなされて示されており，統一的に順序づけられていな

いと考える。

第三筋若林の「野球における技術・戦術の指導についてjの検討

若林は，野球の技術・戦術の麗史的発展を踏まえ，スポーツとしての野球の一般的構造を客

観的に捉え野球の本質を明確した。注3)こうした，従来の「指導書Jには見られない彼の方法
論と一連の作業について，筆者は賛成し，本論文の重要な参考にしたいと考える O 特に，彼の論

文の優れている点は，野球の技術・戦術の歴史的発展過程を考察し，攻撃と守備の対峠がすなわ

ち， r攻訪の相互作用jによって技術・戦術が発展してきたととらえたこと。そして， r野球の戦
争Iifは“攻防の相互作用"を本繋的な条件とし，そしてルールを欠いて生まれなく，発展しないも

のであるjとし，その技術・戦術は， rヒット空間を観出するjことを中心として発展すること。
そして，攻撃と守備の技術・戦術の総体としての野球というものの本質を，こうした「ヒット空

間の創出とその防御Jであるとt足えた点である。
また，こうした本案の把握から，野球の技術・戦術構造が f時間的構造jと f空間的構造J
(鴎 1. 2) という 2つの構造から成立していることを明確にし，この視点から，技術・戦術の

全体構造を捉え，そこから教育内容を抽出し，教材の}II質序構造を構成し，教授プログラムを作成

している点などは，筆者が若林論文から最も学ぶべき点であると考える。

しかし，彼の教育内容と教材の順序構造は，攻撃俣uのパッテイングの指導内容とそれに関わる守

備内容が中心となっている。しかし，それだけでは，攻撃側・守備側共に認識内容が明確になり

にくい。例えば，守備では，まず，アウトを取るために，フォースアウトとタッチアウトという

戦術があり，それらに関連する技術がある。そのとき，フォースアウトはタッチアウトより戦術

的・技術的にやさしい内容である。しかし，開じフォースアウトでも 1皐へのフォースアウト

か，また， 2皐， 3塁へのフォースアウトかの選択や，実際の守傍行動には送球方向やその質の

難易さに違いがあると考えられる。また，攻撃側もおいて，バッターのパッティングの方向やそ

の質の違いで，ランナーの主主義目的や質が変化することがある。援の提示したこのような攻紡の

技術・戦術の内容は，攻撃と守備の相互関係や，アウトや走者の有無などとの関わりにおいて十

分に検討できていないように思われる。

若林論文の内容には，つぎのような問題点があると考えられる。

その第lは，野球の技術・戦術構造を「時間的構造Jと「空隠的構造jの2つの構造から「統
一的jに捉えようとしているが，実際にゲームを指導する襟には，それら 2つの構造が関連づけ

られ統一的に展開されていない。すなわち，学習者が認識すべき対象(内容)としてjこれら 2

つの構造が統一された総体として明確にされていない点である。

第2に，そのために， r教材のj順序構造J(表1-2)や，その教授プログラムを詳しく検討す
ると，攻撃と守備の教育内容や教材の関連付けが十分なされていないように考えられる。

第3に，そのため学習者はとって，個々の個別的技術をいつ，なぜ，どのように行使すべきか

という，戦術と関わった本貿的な認識内容が，わかりやすく系統的に学ぶことが難しく，攻守の

技術・戦術についての認識内容が確実に積み上げていけるように構成されていないと考える。
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事長1-2 若林教材鰻序構撞

局面設定 彼なりの教育内容

2死/走者な 攻撃は出塁ためのビッテイング戦術

し 守備はu塁でのフォースアウト戦術
無死/1塁 攻撃は単純な盗塁戦術

守備は2裳でのタッチ・プレー戦術、 2塁から 1塁へのダブル・プレー戦術

無死/2塁 攻撃は出塁より進塁させるカな果怒となる(右方向への足ッティング戦術、右方向

l死/2塁 への犠牲パント戦術)

守備は 3~でのフォース・プレー戦術

無死/満塁 攻撃は得点するが課題であり、打者が内野手の関のヒット打つヒッティング戦術

守備は前進守綴戦争時、本塁.1塁へのダブル・プレー戦術

1死/1塁 攻撃はヒットエンドラン戦術

守備はフライやライナーでのダブル・プレー戦術

l死/1、2塁 攻撃は犠牧パント戦術

教蓄量造

守備はパント・シフト戦術

無死/3塁 攻撃はスクイズ戦術

l死/3 守備はスクイズ・シフト戦術

1死/満塁 攻撃はタッチ・アップ戦術

守備は中継プレー戦術

無死/1、2塁 攻撃はとッティング戦術(走者の進塁ため)、犠牲パント戦術

守備は 2~塁から l 塁へのダブル・プレ一戦術、パント・シフト戦術

無死/2、3 攻撃はスクイズ戦術、タッチ・アップ戦術

1死/2、3塁 守備はスクイズ・シフト戦術、中継プレ}戦術

l死/1、3塁 攻撃は盗塁戦術、スクイズ戦術、タッチ・アップ戦術

守僚は 2 塁でのタッチ・プレ}戦術、 2~塁から l 患のダブル・プレー戦術、スク

イズ・シフト戦術、中継プレー戦術

無死/1 、3~ 攻撃は盗塁戦術、スクイズ戦術、タッチ・アップ戦術

守備は2塁でのタッチ・プレ一戦術、本祭から l塁のダブル・プレー戦術、スク

イズ・シフト戦術、中継プレ一戦術

第二章 ソフトボールにおける技術・戦構構造

第一節 ソフトボールにおける攻撃と防御の技術・戦術の関連性とその本質

筆者なりゲーム状況

単純なフォースア

ウト

選択するフォース

アウト

タッチアウト・

フォースアウト選

択する

選択するフォース

アウト

選択するフォース

アウト

選択するフォ…ス

アウト

タッチアウト・

フォースアウト選

選決争るフォース

アウト

選択するフォース

アウト

タッチアウト・

フォースアウト選

択する

タッチアウト・

フォースアウト選

択する

タッチアウト・

フォースアウト選

択する

ソフトボールの技術・戦術の教育内容や教材を考察する際，攻撃と守備の関連性を明確にして，

ゲームにおける技術・戦術の時間的・空間的構造を統一的に捉えて考察すべきであると考える。

球技運動は，常にル}ルによって限定されたある一定の空間と一定の時間の中でゲームが行わ

れる。攻撃領uの攻撃行動に対して，守備側は，それらに対応する何らかの反撃行動を行う。こう

した攻・防の麗関の様相は，各々の球技によって異なっている。

サッカーやラグピーのような「銭入製ゲームjにおいては，攻撃行動と防御持動の戦いでどち

らかが勝っと攻と紡が入れ替わり，その時点から改めて新たな攻撃行動と訪御仔動を行うという

ことによってゲームは進められる。

バレーボールやテニスなどの「ネット型ゲームjにおいては，格手の攻撃持動に対して，守備

側は自己侭jの空間(場)を守りつつ，直ちに，相手のとりにくい空隠(場)にボールを返すとい
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う攻撃行動をとるというようにゲームを展開する O

そして，野球やソフトボールなどのような f打撃・守備'走塁翠ゲームjは，攻撃と守舗に明

確に分かれてゲームを進める。しかし，ほかの球技と同じように，一つの攻撃行動に対して，守

備側は対応できる守備行動をとる。守備側は，得点はできないが，攻撃側に得点させずに，いか

に速く 3アウトをとり，攻撃側になるかということを目的として守備空間を守るという戦いをす

る。

久世は，ラクピーというに「侵入型ゲームjの攻撃(行動)と守傍(行動)の技術と戦術の関

連性，その相互関係からラグビーの本質を考察している。注4)

彼は，球技における防御行動には，相手の得点、を臨止するための「待ち受けjの機能と攻防の

転換をはかるための「反撃Jという 2つの機能が存在するといい，それに対して，攻撃には，反

撃行動への対応が攻撃の中に統一的に解決され，防御のように「まず守るjと雷う受動的な段階

は存哀しないとしている。

そして，このような機能を持つ攻撃と守備がどのような棺互関係にあるのかについて， r球技
における種目の戦術を最初に特質づけるのが，攻撃側の得点行動に対する防御の反撃行動jであ

り， rその後，攻撃戦術は守備戦術が反撃へ移動することによって，必然的に質的発展を引き起
こすjと述べている。

以上のように久世は，ラグピーという「侵入型ゲームjの攻撃と守備の相互関連から攻防の技

術・戦術の質的発展を明らかにし，ラグビーの技術的本質が「モールの前進による連続的なス

ペース創出と突破jにあることを明確にした。

筆者は，久栓のこれらの見解を会商的に首肯したい。彼は，ラグビーという「侵入型ゲームj

の攻防の技術・戦術の相互関連性を解明しているが，多くの球技運動に共通にいていることは，

攻防の戦いがゲームを成立させると苦う点であり，戦いの仕方が異なっても，こうした技術・戦

術の関連性はどの球技にも存在すると考えられる。

たしかに，ソフトボールのような「打撃・守備・走塁型ゲームjの技術・戦術の行使のしかた

は， r使入型ゲームjの技術・戦術の行使のしかたと異なっている。ソフトボールでは，攻防の
プレーは連続しておらず，一人のバッター及び走者の攻撃行動が終了するまでを一つの区切りと

して，攻撃と防御は完全に分けられてゲームが展開される。そして，攻坊の技術・戦術の戦いは

ボールを仲介として行使される O

久設は，ラグビーのゲームにおける，攻撃と守備の技術・戦術の展開過程について， r攻撃行
動J. r待ち受けJ. r反撃行動jという 3つの行動をとその関連で捉えているが，ソフトボー
ルのゲームにおいては，攻撃・守備の技術・戦術は，何を目的として，どこで，何を，罷って

(競い合って)いるのであろうか。すなわち，ソフトボールのゲームにおける攻撃・防御の戦い

の本質は何かということである。以下に考察する。

ソフトボールの競技空間は，ホームベース (90
0

)の延長線によってしきりられた 1/4の円

周と一定の高さの壁に閉まれた空問であり，内野に4つのベースが設定されている。そして，攻

防の両者は，この空間の中で， 3つのアウトと 7固というゲーム時間内において得点の数を競い

合う。攻撃側は，得点を目指して，いかに内野の壁を抜くか，外野の壌を越えるかフェンスを越

えるかという， rヒット空荷Jを創出することを目的として打撃行動をとる O 守備側は，ベース
を与えない得点させない，ということを目指して，攻撃側の打球を4つのベース空間における内

野の欝とその外の外野の壌で処理することを目的とした防御行動(反撃行動)をとる。
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それでは，ソフトボールのゲームはどのように展開されるか。ソフトボールは，ピッチャーの

投球によって開始される。まず， r走者なしの時jでは，ピッチャーとバッターは，ストライク
ゾーンという眼定された空隠を巡って対決する。ピッチャーは，変化球・寵球・ボールなどの球

種と投球スピードを制御することによってバッターと対決する O そして，バッターは，ストライ

クゾーンという空間において，投げられたボールに対して，最適なパットの振りとスピードで最

適な空間にボールを打つということによってゲームは始められる。つまり，ゲームの開始は，

ピッチャーのボールのスピードと質のコントロールという守備銀Ijの「攻撃行動jから始められ，

バッターは，パットコントロールし早い打球や濃い打球によって守備者が守りにくい空間ヘボー

ルを運ぶという，ピッチャーに対しての r&撃行動jと守備考に対しての f攻撃行動jを取る。
このとき守備者は「待ち受けjになる。

そして，バッターが走者に変ると，走者は打球の方向と守備者の行動を素早く判断して， トッ

プスピードで走ることによってより多くのベースを奪うという f攻撃行動jをとる。守備者は，

ノfッターのヒッテイングにでた空間を素早く判断し・捕球し・送球することによって，相手の獲

得するベースをより少なくするための最適なベースで相手を刺すという「反撃行動Jに出る。そ
うした，ベースの奪取とその租止という時間と空間を巡る攻撃と防御の戦いの正否によって一つ

の攻防プレーが終了する。

そして，塁に「走者がいるj時は，攻撃と守備は一つのベースを巡って，同じのように「攻撃

行動J. r反撃行動J. r待ち受け行動jを行使するが，走者がいることによって，それらの行
動が複雑になり，更に攻撃領Ijにとっても，防御俊Ijにとっても，それぞれの「時間的・空照的j行

動が高度化される。

このように，ソフトボールのゲームにおける攻紡の戦いは，常に，バッターと，また，バッ

ターと走者とピッチャーの投球のスピードと賓との戦いによって開始され，そして次に，バッ

ターの打球のスピードと方向と走者の走塁のスピードとそれに対応する守備者の対応のスピード

の戦いによって，攻撃空間を広げたり，狭くしたりするという「空間jと「時間jの戦いと考え

ることができる。

以上，みてきたように，ソフトボールというスポーツの攻撃と守備の戦いの本質は，ホーム

ベースを中心としたストライクゾーン(空間)とボールのスピードとその質(時筒)を巡る戦い

であり，打撃によるとット空間の創出と捕球と送球スピードによるヒット空間の創出の阻止とい

うところにあり，それらを一言で述べると「ゲームの状況判断を伴ったヒット空間の創出とその

閉止Jということができる。

第ニ鏑 ソフトボールの技徳・戦術構造

ソフトボールは，特別な場合を除いて 7回までゲームを行われている。 1由の攻防は f3ア

ウト制jに規定され 4つのベースを 1J詩回ることによって 1点得点する。攻撃側は 3アウト

にならない場合は攻撃を続けられる。守備側も 3アウトにできない場合は守僚を続けなければな

らない。そして，攻撃側は，いかに3アウト内に多くのベースを奪い，多く得点するかという目

的で戦術を行使する。守備側は，いかにはやくベースを守り，得点させないようにするかという

自的で戦術を行慢する O しかし，ゲームにおいては，アウトの状況と出患の状況によって攻と防

が行使する戦術・技術は異なってくる。これらのゲーム状況によって，攻撃側のヒット空間の創

出と守備側の防御行動が質的に変化する。
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例えば， rノーアウト・ 2塁jいう「時間的・空間的状況jにおける攻守の戦術・技術は，
fツーアウト・ 2塁jという「時間的・空照的状況jとは大きく異なり，前者の局面では，攻撃

側にとっては，打者は 1塁にフォースアウトにならずに出塁し走者を進塁させるということを

目的とし，走者は，タッチアウトにならずに進塁するということが要求される。そして，守備側

は，打者を l塁にフォースアウトにすることと， 2塁走者をタッチアウトにするということが求

められる。

それに対して，後者の fッーアウト・ 2塁jという状況では，打者に集中して 1塁にフォースア

ウトにするということのみが守備側には要求される。

このように，河じように「走者2塁Jという出塁(空潤)状況にあっても，アウト(時間)の

関2-1 ソフトボールの戦術・技術構造

単純なブォースアウト潟預

攻撃 守備
ゲームの状況

f留別技術 築関戦術 集個戦術 個別技術

-ヒッテイング技術 -単純なヒイツチング戦術 1) -すべてのツーアウ -単純なフォースアウト戦術2) -繍球・送球技術

パント技術 -セーフティーパント戦術 ト局言語 -進援を紡ぐタッチアウト戦術 -直接ベースカバー技術4) 

-単純な走塁技術3) -盗塁戦術 -ノーアウト・ワン

-盗塁技術 アウト走者なし局

磁
」

状況判断を伴うフォースアウト烏箇

攻撃 守備
ゲームの状況

f面部j技術 集問戦術 集団戦術 個別技術

-とッテイング技術 -進寒させるためのとツテイン ノーアウト・ワンア -進塁させないブオースアウト -状況による捕球・送球技術

-パント技術 グ戦術 ウト 1塁、/ーアウ 戦術 -外野手の送球技術

-単純な走塁技術 -犠牲パント戦術 ト・ワンアウト .'/プルプレー戦術 -内野手の中継カバー技術

-犠牲フライ・タッチアップ戦 1. 2 ~皇、ノーアウ -犠牲パント防御戦術

術 ト・ワンアウト満塁

ダッチアップ妨御

戦術

nv 

G 
複雑な状況判断を伴うフオースアウト・タッチアウトを選択する局留

攻撃 守備
ゲームの状況

個別技術 集E苦戦術 集団戦術 f盟~U技術

-スクイズ技術 -スクイズ戦術 ノーアウト・ワンア -スクイズ防御戦術 -ウエスト技術

-状況判断伴った走 ウト 2泉、ノーアウ -複雑な状況判断を含む送球技

A.盗塁技術 ト・ワンアウト 2・ 術

3~皇、ノーアウト・ ，内野手のコン"ネーション技

ワンアウト 1 ・ 3~塁 術

-コンピネーシヨン

走E塁・盗A防御戦術

j主単純なヒッティング戦術・技術Jとは、出塁すろことを罰的として、打者がヒッティングし、出E呈することである。
2 単純な7ォースアウト戦術」とは、 1祭のフォースアウト戦術、自分の近い塁への7ォースアウト戦術である。

3 単純なJeA技術jとは、ボールが打たれたら、状況を考えずに、進議することである。すなわち、ツーアウト時の走塁技術である。
4 夜接ベースカバー技術jとは、各内野手がボールが打たれた降、また、走者の盗塁時など、捕球するため自分のベースをカバーするこ
とである。
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状況がワンアウトかツーアウトかという相違によって，攻撃と助御の戦術・技術は大きく異なっ

てくるのである。また，同じアウト(時間)の状況であっても，出塁(空間)の状況が呉なると，

攻撃と防御の戦術・技術も大きく異なってくるということがたくさん存在するのである。

そして，こうしたアウト(時間的)の状況と出塁(空間的)状況が「ノーアウト・走者なしj

の局面から「ツーアウト・満塁jの局面まですべてにわたって考臆され，それぞれの局面におけ

る攻撃側と守備側の戦術・技術が内容・教材として整理されることが求められる。しかし，これ

らすべてを網羅的に，しかも隈られた時間内で，初心者に教えることは不可能である。

そこで，どのような時間的(アウト)状況であっても，また，どのような空間的(出塁)状況

であっても，攻撃側にも守備側にも共通に認識させるべき戦術・技術が存在するし，それらを抽

出することが重要になってくる。

筆者は，こうした視点、に立って，莫大な数のソフトボールにおける攻防の戦術・技術を，次の

3つの戦術(内容)として構造的に整理して捉えることが重要だと考える。

まず，第lは，攻撃側(打者)は，直接1塁に出塁することをE的とし，守備側は，その1塁

への出塁を胆iとするという単純に l謹へのブオースアウトをとる局閣である O

第2は，攻撃側は，直接出塁することをねらうだけでなく，味方の走者を進塁させ，得点させ

ることを目的として，また守備側は，これらの攻撃行動を拒止するための防御戦術をとるという

局面である。すなわち，各嘉への選択の判断を伴ったフォースアウトをとる局面である。

そして，第3には，攻撃側は，自らの出塁のみならず，味方の走者を進塁させ得点させるために，

守備の状況に対応した多様な戦術を選択する馬車であり，守備側にとっては，これらの攻撃行動

を組止するための防御行動をとる局面である。

このように整理すると，多様にある攻撃と防御の戦術・技術が，学習者の認識対象として明確

になり，その学習の願序性も確実に積み上げていくことが可能となると考える。

以上の考えから，多様に存在するソフトボールの攻撃と防御の戦術・技術は， r単純なフォー
スアウト局面J，r状況判断を伴うフォースアウト馬関J，r複雑な状況判断を伴うフォースアウト
とタッチアウトを選択する局面jという大きく 3つの認識対象として構造化することができる。

これらを整理したものが図2-1 rソフトボ}ルの戦術・技術構造jである。そして，無数に
ある攻撃と守備に関わる偲別的技術はこうした戦術の3つのそれぞれの局麗(段階)に対応させ

て，教育内容・教材として位置づけられることが重要であると考える。

第三章教育内審と教材の顕序構造

第一節教育内容と教材の構成の視点

一，教育内容と教材の区別の必要性:

ソフトボールの教育内容と教材の願序構造を明らかにするために，まず¥教育内容と教材を区

別して捉えておくことが必要である。

柴田義松は， r教材とは，授業のなかで教師と子どもによる学習活動(知覚・思考・記強・運
動など)の対象となるものjであり， r教材の教授一学習を通して子どもに習得されることが期
待される知識・技能を教科内容あるいは，学習内容とよぶとすれば，教材と教科(学習)内容と

はほ別しなければならない。Jとのべている。注5)

また，須田は，教育内容と教材の産別について， r学饗過程においてはある教育内容が確定し，
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その教育内容の本質を担う典型的な教材を考え創りだし，一定順序に構成することが課題とな

るjと述べ，そして， r子供たちが，一定の教育内容を認識して自分のものとするために，直接
に取り組む対象が教材であるjと述べている。住6)

一方，井芹は，体育科教育における，運動の学習過程においても教育内容と教材の区別するこ

とのとの有効性を指摘し，体育の教材研究において優れた成果を上げたタuとして，水泳の「ドル

平泳法jを取り上げ，運動技術の学習における「教材jとは， r子供が働きかける寵接の対象で
あり，教育内容を確実に習得するための具体的な練習方法・ルール・用具等jなどであると述べ

ている。井芹は，教育内容について具体的な定義をしていなが， rドル平泳法jについて，教育
内容と教材を区別し，その教育拘容を整理している。注7)

柴田，須田，井芹は， r教育内容jと「教材jを区部する有効性を与えてくれたが，これらの
考え方に賛成したい。

筆者は，教科体育において， r教育内容jと「教材jを区別することのメリットは次のような
点にあると考える。まず，第lに，教師が子どもたちに f何を教えるのか(教育内容)Jというこ

とと，その内容を「何で教えるのか(教材)Jということを明確に区別することによって，教師は，

その f内容jの何から，なぜ，どのような頗序で学習すべきかという f教育内容の系統化jが可

能になり，そうした f内容jを含み込んだ「教材jの選択や順序づけが可能になると考える。第

2に，そのことによって，子どもたちは，学留の意味と学習すべき対象(内容)がめいかくにな

り，理解し習得が早くなると考えられる。また，子どもたちは，自分の認識を一歩一歩に確実に

積み重ねていくという瀬序性を理解することができるようになると考える。

たとえば，ソフトボールのゲームおける投げる動作1つを取り上げても，教師は，まず，投げ

る技術を学習させることの意味と内容を考え，つぎに，より早く，無駄なくその投技術を学習で

きるための素材(運動材)を考えるというように，子どもたちに，この学習の意味と内容を理解

させ，技能や戦術を習得させることができると考える。第一章で検討したように，既帯の「指導

書jでは， r教育内容jと「教材jの庇Bせをしておらず，子どもたちにとっては，なぜこのよう
な学習しなければならないか，こうした学習内容ができたら次に判を学習すべきかという学曹の

「内容jと f教材jの繋がりが明確されていないため，学習を系統的に震関しにくいと考える。

祭者は運動学習においては， r教材jとは， rある教育内容を認識させるために，学習者が直接
働きかける素材(呉体的な運動林)であるjと考える。また， r教育内容jとは「あるスポーツ
種目の本質を獲得させるための認識・習得の対象としての技術・戦術(運動課題)であるjと考

える。

教締が，これらの「教育内容jと「教材jを明らかにするためには，子どもたちの学曹の対象

となるその運動を，抽象的な運動形態の屈まりとして漠然と捉えるのではなく，第2章で，考察

したように，その運動のもつ独自の性質と構造及び，その客観的な技術・戦術を明らかにするこ

と。そして，それらを f教育内容j示すことが求められている。
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第二節教育内容の構成

…，教育内容構成の視点:

教育学研究科紀要第83号

ソフトボールにおける教育内容は， rゲームの状況判断を伴った，ヒット空簡の創出とその防
御jというソフトボールの本質(部白さ)をはっきりと認識できるための攻防の戦術と，それら

の戦術を構成している攻防の偶別的技術であり，それらの戦術と個別的技術が，ソフトボールの

独得の f時間的・空間的j状況の中で・なぜどのように行使すべきかということを認識させるこ

とが中心的内容となる。

第一章で検討したように，ソフトボールの一般的な指導は，教育内容と教材を明確に区別して

おらず，個別的技術の指導からはじめ，そして，それらをさまざまな集団的戦術に貼り付けると

いうような教材構成となっており，また，技術と戦術の相互関係を明確にせず，それらを並列的

に捉え，その教材構成も統一性のない寄せ集めとなっている。

筆者は，子供たちがソフトボールの本質を把握し，一人一人が戦術内容を認識し，その戦術内

容に対応した個別的技術を「いつ・どのよう・なぜ行使すべきであるかjということを理解し，

学習できるような教育内容を位置つけることを自指している。

筆者は，第二章で明らかにした客観的な戦術・技術構造に示された集団的戦術と個別的技術が

ソフトボ}ルの教育内容になると考える。しかし，それらの戦術・技術のすべてを学習させるた

めには莫大な時間が必要となる O 教科としての体育における授業時聞は限られており，せいぜい

15コマで指導できる内容として厳密に精選されなければならない。そこで，ソフトボールの本質

を失わせないことを前提として，いくつかの原則に基づいて，初心者段階から誰もがそれを認識

できるような戦術内容と，この戦術内容と度接関わっている個別的技術を精選し，教育内容とし

て再構成したいと考える。

教育内容を再構成するに当っては，以下の点をffii:賠とする，第一に，集団的戦術を獲得できる

ための個別的技術を位寵つけることである。子どもたちに学習された倍加的技術と集団的戦術と

の関連性を理解させる。第二に，常に，一つ一つのゲームの状況判断を伴った攻撃と守備の集団

的戦術や，それらを成立させるの個別的技術の内容を明確にし， r単純なゲーム状況jから「複
雑なゲーム状沈jの認識へと学習が発展するように構成する。第三に，攻撃の戦術・技術と守備

の戦術・技術がバラバラに学習されるのではなく，攻撃と守備が，常に，関連付けられ対応して

いるということが理解ができるように内容構成したいと考える。

ニ，戦術の教膏内容

内容構成の3つの視点から，客観的な戦術・技術を学習者の認識のレベルに応じて， r単純な
フォースアウト局面j ・f状況判断を伴うフォースアウト局面j ・f複雑な状況判断を伴う

フォースアウトとタッチアウト局濁Jと大きく 3段階に分け，それぞれの局菌における，中心的

で全ての学習者が学習可能な戦術・技術を教育内容として位置つける O

第一段階の「単純なフォースアウト局面jでは，攻撃側には， r単純なヒッテイング戦術jと
f単純な走塁戦術jを，守備側には， r 1塁でのフォースアウト戦術jを位置つける。すなわち，
偲人による「単純なヒッテイング技術jと「目的を一つに絞った送球戦術jという内容である。

第二段階は，第一段階の基礎的戦術・技術の認識に基づく「状況判断を含む戦術jの認識である。

すなわち，第一段賠の出塁という課題と同時に，攻撃側は，走者を進議させ，得点させることが

戦術の目的となり，守備側は 1塁のフォースアウトだけではなく，進塁させないために本塁に
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留3-1 ソフトボールの初心者に対する教育内容の構造

攻撃 守備
ゲームの4伏t兄

個別技術 集問戦術 集団戦術 健~U技術

く打者> 単純なとッテイング戦術 単純な7ォースアウ lA:!フォースアウト戦術 葱礎的機球送球技術

-単純なヒッティン ト局扇 直接ベースカバー技術

グ技術

く走者〉

-単純な定義技術

く打者〉 進塁させるとツティング戦術 状況判断を伴う 進長させないフォースアウト戦 基礎的捕球・送球技術

右方向へのパツ 7ォースアウト局商 術 夜接ベースカバー技術

テイング技術

犠牲パンド

く走者〉

-球種による走塁技術

く打者〉 打者と走者のコンピネーション 複雑な状況判断を伴 スクイズ防御戦術 内野手のコンピネーション技術

-スクイズ技術 戦術(スクイズ戦術) うフォースアウト・ タッチアウト戦術 デッチアウト技術

く走者〉 タッチアウト選択す

-スクイズ返築技術 る局在百

-タッチアウト定義

技術

近い塁からフォースアウトをとっていくという戦術である。

第三段階は，第一段階，第二段階の学習に基づいて， r複雑な状況判断を伴う戦術Jが教育内
容の中心となる段措である。攻撃倶Ijは，進皐，得点するために，打者と走者のコンビネーション

による戦術とこれに対応する個別的技術である。守備側は，内野手と外野手，また内野手と内野

手のコンピネーシヨンによる「各塁でのフォースアウトとタッチアウト戦術jが位置づけられる。

ここでは，攻撃側と守備側の両方に，ブォースアウトとタッチアウトの意味を理解させることを

主なねらいとしているo具体的な教育内容は，函3-1 rソフトボールの初心者に対する教育内
容の構造Jのように整理することができる。

ニ，鋼別的技術の教育内容

攻防の戦術内容を学習させるためには，それを成立させている最小限の個別的技術の学習内容

が明確にされなければならない。そこでは，戦術内容のそれぞれの段階に対応させた攻と紡の個

別的技術を明確にし，学習者の認識と習得が段階的に確実に発展していくことを目指して構成す

ることが大切であるo

これらの倒別的技術は，攻撃技術においては，ヒット空間を創出するためのパッティング技術

と，ボールの勢いを制御して飛ばさないでころがすためのパント技術があり，守備技術において

は，ゴロやフライや送球されたボールのキャッチング技術と，目標(空間)に向けてのスローイ

ング技術を含むフイールデイング技術である。

攻撃側の走塁技術と守備側のパッキング・アップ(播塁)技術は，集団的戦術内容と大きく関

連するため戦術内容の所で取り上げることとする。

また，守備領uにおけるピッチャーのピッチング技術は，授業の対象として初心者を考えており，

全員に指導すべき内容してはここでは取り上げないこととする。

1，パッテイング技術:
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パッテイング技術は，何よりも，自分が出患できことを目的とし，また，走者を進塁させる，

あるいは得点させることを目的としている。こうした目的と関わって，パッティング技術の中心

的なねらいは，まず，なによりも，ボールにさ当てること，遠くに飛ばすこと，そして，守備者の

空いた空穏にボールをとばずことであると考える。このため，パッティング技術の学習する順序

は，まず，“空振りせずに確実にボールを当てる技術"から，スイングのトップスピードで打ち

ボールを遠くまで飛ばす技術へ，そして，ゲームの状況によって，守備者の空いた空間にボール

を打つ技術であると考える。

パッティング技術は，まず，ボールが来るのを待って，エネルギーを蓄える準備相と，パット

スウイングを加速させてボールを打つ主相，そして，打ち終わって運動を終わらせる終相の3つ

の局面から成立している。

初心者のパッティング技術においてよく見かける欠点は，①下半身が棒立ちで，重心移動のな

い腕だけで打つ動作。②ねじり・ねじり演し動作と腕のスウイグがパラパラになる上体と腕の不

整会な打動作。③重心の移動と上体と腕の動作が整合しない打動作である。

こうした欠点を無くすために，初めから正しく f脚のよる重心の移動を伴った踊体のねじり・

ねじり演し動作と両腕の引き・伸ばし動作の連絡動作jというや心的な技術を分かりやすく教え

ることが大切である。

初心者の指導においては，つぎのような一定の条件設定が必要である。それは， [""重心移動，

ねじり・ねじり戻し・腕の引き・伸ばし動作の連結運動jを中心的内容として抑えながら，それ

らの動作を時間的・空間的・力動的に条件設定をした内容を位置付けることである。

空間的には，小さいな重心移動と，小さいな動作半径によるねじり動作，及び小さいな両腕によ

る構えという準備根から，小さいな動作半径によるねじり戻し動作と両腕の引き，伸ばし動作の

連結による打撃動作という主相及び終栂の内容から序々もそれらの動作を大きく広げていくとい

う条件設定をする。

時間的には，ゆっくりとした動作から，なた，力動的にはリラックスした小さなエネルギ一発揮

(制御)から序々にそれらのエネルギーの制御を大きくしてゆくと雷う条件設定が重要である。

2，キャッチング技術・スローイング技術

キャッチング技術はボールをとることを目的とし，スローイング技術は目標に向けて確実に送

球することを目的としている。この二つの技術は，その指導過程においてはバラバラに教えては

ならないと考える。なぜ、なら，ソフトボールのキャッチング技術は，ボールを捕るだけという目

的ではなく，送球するという目的と関わっているからである。運動の一般的構造から捉えると，

捕球と送球は組み合せ運動として捉える必要がある。

しかし，初心者には，まず，非循環運動として，キャッチング技術とスローイング技術を別々

に分けて教えることが重要である。そして，それぞれを時間的・空間的・力動的側面という 3つ

の側聞から捉えて各局蘭(棺)での主要な技術を教えるべきである。キャッチング技術は，自的

によって f打球の到達点や落下点を予測し，その到達点や落下点、に竿く到達するjという準備相

と， [""正確にボールをグラブでキャッチするJ主相における技術が捕球技術の中心的な内容となる。

初心者におけるキャッチング技術で大切なことは，打球の到達点と落下点の判断であり，そこ

に正穣に体を素早く移動できることである。次に，打球を受ける緩撃技術とグラブによる揚球技

術である。そのため，教育内容の}I[貢序は，落下点の判断と体の移動，そして，捕球という，内容

に時間的・空間的な条件を設定したものとならなければならない。
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そして，スローイング技術は，目的と関わって，近くても，遠くても，まず，投げる目標に確

実に送球できることが重要である。つぎに，送球が素早くできるようになることが重要である。

スローイング技術は，投球前の“足の構えと腕の引き動作に連動した上体の反り動作"によっ

てエネルギーを蓄える準備相と，体の重心移動から，上半身のひねり戻しによる回転技術と椀の

加速運動，および，手のリリース動作からなる主相，及び送球が終わって運動を終わらせる終相

の3つの局面から成立している O

そして，初心者にとっては， r足の構える方向を決めて，ボールの投球方向決める技術Jと
「足の重心移動を伴った胴体の反り，ねじり戻し動作，及び投げる腕の伝導運動による手のリ

リースまでの逮結技術Jが中心的内容となると考える。これら動作の教育内容の構成は，パッ

テイング技術と荷じように，待問的・空間的・力動的な条件を設定し，ゆっくりした，小さいな，

弱い動作から序々に早く大きく，強い動作へと発展させていくことが重要で、ある。

第三節教材の膜序構謹

一，教材構成の捜点

教材の構成に関しては，教育内容が分かり・確実できるための運動材を精選することが重要で

ある。そのために，まず，第一に，教育内容(戦術)の学習に必要な最小眼度の個別的技術を

習させることである。ソフトボ-}レの個民的技術は，基本的には全て組み合せ運動と考えられる

が，学習させる擦には，まず，非循環運動として捉えることが必要である。例えば，攻撃側の

ヒッテイング技術は，単にボールを打つという技術ではなく，打って走るという 2つの運動の組

み合せ運動である。そこで，まず，ヒッティング技術から位置づけ，その上で，新しい運動と組

み合わせることが大切である。いうまでもなく，ヒッテイング技術は，三棺構造から構造的に捉

え，ボールをパットに直接当てる主相の動作から学習させるべきであると考える。そして，次に，

準儀相と終棺の技術を位置つけることになる。

第二は，戦術的内容が早く理解でき，それと関連づけて個別的技術が無理なく学習できるよう

に，教材と場の条件設定を行うことが大切である。攻撃と防御を切りはなさず関連付けて学習さ

せるために，例えば，攻撃側がヒッテイング技術を学習する場合は，同時に，守備側は捕球技術

と投げる技術も学習することができるように，小さいな空爵(5m問楠)で投げる，打つ，捕

球するという 3人一組の教材を準備することなどが大切である。また，ヒッティングのための投

球は，ゆるやかな変化がないボールから序々にスピードのある変化があるボールへ「内容jと教

材を順序づけて構成することが大切である。

第三に，学習者の教育内容(認識対象)として整理した， 3つの局面における攻撃戦術と守備

戦術を，関連づけて認識させ習得させるために，条件を限定した教材を精選し構成する。すなわ

ち， r単純なフォースアウト局面jでは， rすべて走者なしJの局聞から r2死・満塁jの局閣を
設定し，どの教材でも，単純に 1塁へフォースアウト，また，自分に近い塁へフォースアウトを

とり，ス 1)_アウトでチェンジになるということを理解させるような教材を精選して構成する。

そして，第2の f判断を伴ったフォースアウト局葡jや第3の「棲雑な判断を伴ったブォースア

ウトとタッチアウト局面jにおいても，そこでの攻防の戦術内容が認識しやすいような教材を精

選することが重要であると考える。主主体的には，次の貰の表3-1 r教材の}I関序構造jとしてに
示す。
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教材のJII翼序構造(表3 1) 

持街B 攻 撃 守 備

1時隣自~ 倍加技術 集団戦術 局濁 集凶戦術 個別技術

3時間g パント技術 攻守ともに3人一級3角形練習方法 O 議球技術

ヒッテイング技術 / ¥ 送球技術

O ::!!l 画 O これらの逮続技術

4時間百 ヒッァイング技術 出塁ヒッァイング戦術 全て走者無し 1~フォースアウト戦術 議球・送球の遼続技術

1塁のベースカバー戦術

ヒッテイング技術 出塁ヒッティング戦術 2死/満塁 自己判断し、確率の偽い主主へのフォースアウト 捕球・送球の逮続技術

基礎走塁技術 状況判断に関らない走塁戦術 戦術

各塁のベースカバ一戦術

5待問自 ヒッテイング技術 出塁ヒッティング戦術 無死/満塁 得点させない本塁へのフォースアウト戦術 捕球・送球の遼続技術

フライ持走塁技術 フライ持走塁戦術 外野から内野への送球及びベースカバー戦術 外野から内野への連続送

球技術

6待問B 学習技術の復習 戦術復習 条件設定ゲー 戦術後習 技術復習

ム

7待問自 ヒッテイング技術 出塁ヒッティング戦術 2 死/1~ 自己判断し、 l塁か、 2塁か確率の言語い所への 掠・送の逮続技術

基礎走塁技術 状況判断に腐らない走塁戦術 フォースアウトする戦術

1・2塁のベースカバー戦術

ピッテイング技術 出塁ヒッテイング戦術 2死/2・3 ブオースアウトとタッチアウトの区別を認識し、 捕・送の連続技術

基礎走塁技術 状況判断に腐らない走塁戦術 塁 1塁にフォースアウト戦術

犠牲パント技術 犠牲パント戦術及びこの持走塁技 無死/1塁 状況判断して、進~させないブオースアウト戦 素早いの捕・送の連続技

犠牲パント特定塁技術 争f~ 術。犠牲パント持、前進守備戦術 術

8持潟EI 右方向へヒッティング お方向へのヒッティング戦術、打 無死/2塁 フォースアウトとタッチアウト再認識させ、自 タッチアウトさせる技術

技術及び走塁技術 者と走者のコンピネ ション進塁 己判断伴でアウトを選択する戦術

9時間百 スクイズ技術及び走塁 戦術イズ戦術、打者と走者のコン 無死/3~塁 得点させないタッチアウト戦術 タッチアウトさせる技術

技術 ピネ ション得点戦術

10時筒日 総合的な攻撃技術 総合的な攻撃戦術 ゲーム 総合的な守線戦術 総合的な守傍技術

11持筒B 総合的な攻撃技術 総合的な攻撃戦術 ゲーム 総合的な守備戦術 総合的な守備技術
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11閏の授業で，初心者ができるだけ質の高いゲームを行えることを目標とする。攻・守ともに

ゲーム状況に応じた合理的な戦術・技術を認識・習得し，それらを行使できるようになることで

ある。具体的には，攻撃側では，状況に応、じた出塁のためのヒッテイング技術・進議・得点する

ための打者と走者コンビネーションによるとッティング技術・パント技術及び，走塁戦術・技術

の認識・習得を目標とする。これに対応する守備戦術では，出塁させないための 1塁でのフォー

スアウト戦術・進塁・得点させないための各塁へのフ才一スアウトとタッチアウト戦術・技術を

認識し・習得できることである O

1，攻撃側においては，積極的に打つことで f出塁し・走塁を進め，得点を叡る戦術と技術jを

認識すること。その中で，打者においては，①いいボールを空振りせずに当てることができる。

②ボールの真本で捉え，外野まで飛ばすことができる。③走者とアウトの数による出来るだけ進

塁・得点を進めるために，野手の空いたにボールを抜くことを認識し，できるようになる。パン

ト技術においては，ゲームの状況によっていい所へ打つことができる。走者においては，①

フォースアウト局面の走塁技術ができる。②ゲームの状洗における打者と走者のコンビネーショ

ンを認識し，得点を取るタッチ・アップ戦術が出来る。③走者と走者のコンビネーションによる

走塁戦術を認識し，攻撃戦術を進めることができることである。

ム守備側においては，攻撃側に対応して「出塁・進塁・得点させない戦術と技術jができるこ

と。守備側の捕球技術の狙いは①自分の周り 2m以内の内野ゴロ，また，前方，斜め前では5

m以内，斜め後ろ 3m以内の外野フライを捕れること。②外野フライの判断においては，打球

の方向を速く判断し，後方のフライでは，積極的に打球の位農へ移動できること O そして，ス

ローイング技術の狙いは①塁跨距離をなげることができ，フォースアウトに出来ること。②外野

フライでは，ボールを捕って素早く内野に送球できること。また，守備者のコンピネーションに

おいては①フォースアウトができる。②タッチアウトを認識し，戦術を進めることである。③

パッキング・アップを認識した上で動くことが出来ることである。

この目標に対応、して， 11コマの授業で時間が設定し，俗人的技術と戦術は6コマで，集団的戦

術は4コマで行い，最後に実際に試合を行うことにする。

二，教授プログラム:

1 持罰百 ~3 時間自までは，偲別的技術を学習させる。

守備側には，まず，“下手でボールを投げる"“捕る"“投げる"ということを連続させたボー

ル運動の慣れを狙った動作技術の学脅から，“上手でボールを投げる"“捕る"“投げる"という

連続した動作の学習へ，そして，“ゴロを捕る"“上手で投げる"“下手で投げるヘまた，打者の

“パントした打球を捕る"“投げる"から“ヒッティングした打球を捕る"“投げる"ということ

を連続させた動作技術の学習というようにする。

攻撃側には，まず，パント技術を学瞥させ，ヒッテイング技術へと学習を発展させる。実戦に

なるべく近つげるために，練習方法は， 3人で三角形を作り，練習させることにする。

このように個別的技術を教材として配列する理由は，単純な教材から複雑な教材へと教材の運

動形態と運動空間を序々に大きく発展させることができること。そして，個別的技術をどのよう
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なねらいで行使するのかを考えさせることができること。攻・訪を常に対峠させながら，攻・防

の技術と戦術を同時に発展させることができると考えたからである。

そして，他部的技術をある程度に学習させた上で，集団的戦術を学習させる。具体的には 4

時間目から，一番単純な集問的戦術を位霊つけている。そこでは「走者なし局冨jを位置つける。

なぜなら，この局面では，攻撃側は，打者しかいないのであり，打者は，自分がお嘉することだ

けを考えればよいのである。守備側は，各守備者がボールを捕って 1患にフォースアウトにす

ることだけを考えればよいのである。そして，つぎに r2死/満塁局菌jを位量つけるO

この局面は f満塁jという状況なので，棲雑だと思われるが， r 2死jという状況にあるため，
守備側は走者の存在を考えずに「走者なし局薗jよりもっと簡単な戦術である，ボールを捕って

自分近い塁へ投げてフォースアウトできるからである。攻撃側は，走者はいるが，打者の攻撃戦

術はヒットを狙うだけであり，走者はボールを打ったら走ると言う最も単純な走塁戦術をすれば

よいのである。

5時跨自には， r無死/満塁局部Jを位置つけている。この局面では， 4時間自の r2死/満

塁局面jより少し複雑になる。ここでは，攻撃側は，打者の犠牲フライ戦術が増えるだけであり，

荷特に，走者はフライ時の走塁戦術が増えるだけである。守備側は，内野ゴロ時は状況を考えず

に本塁ヘボールを投げ，ブオースアウトを取る戦術を行使すればよいだけである。

6時間関・ 7時間自には， r 2死・ l塁局面jを位置つけている。問じくフォースアウト局冨
であるが，走者の走塁戦術は複雑になり，守備側はこれに対して，盗塁を紡ぐのために， 2塁手

とショートは2塁へベースカバーすることのある。つぎに， r 2死/2・3塁局面jを位置つけ

る。攻防において 1塁で同じくフォースアウトをとる局面であるが， r 2死/1塁局面jより
タッチアウトの必要性を認識させることが多くなり，フォースアウトとタッチアウトの呉なる点

を区別させる内容である。

そして，次に「無死/1塁局面jを学習させることとする。ここでは，攻撃側は，打者は走者

を進塁させるために犠牲パント戦術を行使する。走者の走塁戦術を序々に増やしていく。守備側

は犠牲パントされた時に 1嘉へか2塁へかの状況判断による送球戦術，また，ゴロを捕った時，

同じフォースアウトでも進塁させないために，本塁に近い塁への送球戦術である。

8時間EI. 9時間自には，もっとも複雑な攻防の戦術を学習させる。ここでは，攻撃側は打者

を進塁させるためのヒット空間へ打つ打撃戦術，得点、させるためのスクイズ戦術などであり，走

者には，捜雑な状況判断を伴った走塁戦術を学ばせる。そして，守傍ffWは，攻撃戦術に対応する

各種の守備戦術を取る。最後に10時間目と11時間自でゲームを位置付ける。

第ニ節実験授業

実験授業は，作成したプログラムに基づき行われた。自標としていた，初心者にとって質の高

いゲ}ムができたかどうかを，ゲーム分析とアンケート分析から検証する。

表 (4・2)に示したように，最終ゲームにおいて，攻撃側は，打者と走者のコンビネーショ

ン戦術である右方向への打撃が5閉見られ，そのうち4盟右方向へ打つことできた。また，犠牲

パントは3回ありすべて成功した。走塁についても，状況による適切な走塁が1∞%できでいた。

具体的な例では， rワンアウトで走者が1塁にいるj時，バッターが2塁ベースのところへフ
ライを打った持 1塁の走者は2塁へ進塁しようという行動したが，フライを見て素早く 1塁に

廃った。この際，フライを捕ったの守備手も 1皐にボールを投げたが，素早く戻ったためセーフ
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であった。このような具体的な倒から攻撃側は，ゲーム状況を認識しながらゲームらしいゲーム

をできたと言える。

守備俣tlは，状況に応じて，ボールを捕ってと守こへ投げるかという適切な送球戦術が100%できて

いた。また，内野手と内野手，内野手と外野手のコンビネーションによる送球・ベースカバー戦

術が100%できていた。

具体的な倒は， rワンアウト・ 1，2塁局面Jでショートがボールを捕り，そして， 3塁に投
げて，アウトにできた。しかし，この場面では，各守備者は各塁にベースカバーができていな

かった。また，同じ局面で， 2嘉手は弱い球を捕り 3塁に送球しでもアウトできないと判断し

て， 2皐を選択してアウトにできた。

そして，外野手はヒットを打たれた持， rノーアウト.1塁J時，ボールを捕って2塁に送球
している。そして， rワンアウト.1， 2塁J時， 3果に送球していた。このような戦術が行使
できているということからみても，攻撃・防御ともに，状況認識をともなったゲームらしいゲー

ムが行われていたと言える。

このように，攻守ともに無話的，無意識的な戦術がなく， rゲーム状況Jを認識した上で，そ
れに応じた技術・戦術を行使することができていた。

授業の終了後に，教育内容の戦術に関するアンケートをとった。その中でほとんどの学習者が，

ソフトボールのルールを理解し，戦術を認識し，ゲーム中に一つ一つの局面の状況を考えながら

攻防戦術を実施したと答えており，また，全員がソフトボールの個別的技術の動作をよく理解し，

投げる動作における「下半身から上半身へ移り，そして，上肢は中枢から末梢へ動きが移るJと

いう力の伝導の特徴や，打つ動作による f下半身からのねじり，ねじり戻し動作jという特徴な

どが認識できたと答えている。

攻撃側は打者と走者のコンビネーションによる右方向へ打つ技術や，パントやスクイズ技術な

ど攻撃戦術についての質問に全員が正しく答えている。偲人の走塁戦術の貿開に対しては，暖昧

な者が4人いた。その原因は，アウトの数，走塁に対するの重要性を十分に理解していないため

と考えられる。

守傍1~tl ~ま，状況に応じた守備戦術についての質問に18人が100%正しく答え， 3人が一間だけ

暖妹であった。その原因は，フォースアウトとタッチアウトの底別に対して十分に理解してない

ことによるものと思われる。

以上のゲーム分析とアンケート分析から，最後のゲームでは，自擦としていた“初心者なりに

質の高いゲーム"が行われ，学習者は，合理的な戦術・技術を認識でき白標を達成したと考える O

また， 11間の授業を通して全員が楽しいかったと答えたことは，授業全体としては評価できるも

のと考える。

しかしながら，アンケートの結果によると，まだ，戦術内容の認識が稜味なものが何人かいる。

このため，実際のゲームで現れていない問題点がまだ，まだあると考えられる。 11国のプログラ

ムで，たしかに教育内容に対するいろいろな練習方法を行われたが，実際に，一人あたりの練習

間数が少なかったと考えられええるし，また，ゲーム形式で練習したが，一つの状況における，

練習回数が少なかったことも確かである。特に，大切な局留をもっと量的に多くとって練習させ

るべきであったと考える。

そして，個人的技術では，攻撃の布のバッター (19人)の3・遊間への打球が少なかったこと

から，パッティング技術における下半身のねじり戻し動作，左腕の百出動作の習得が不十分であ
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実験授業調査結果

攻 撃 守 傍

状況 局蘭 総回数
適切攻撃

適切
議球

適切
3振 4球 ヒット

右方向 ノミント
アウト セーフ

定患 成功 エラー 送球
打撃

単純なフォース 走者なし 25 2 4 。。 18 14 4 18 6 13 
アウト局面 ツーアウ 22 4 3 。。 13 13 2 15 8 7 

ト走者あ

り

状況判断を伴う 1~ 13 1 l 。 2 11 10 l 10 7 4 

フォースアウト

潟萄
1 ・ 2~主 8 。 l 1 6 4 2 5 2 4 

(ノーアウト、
満塁 6 l 。 1 4 2 2 4 2 2 

ワンアウト)

複雑な状況判断 2塁 12 。 3 4 百 8 9 4 5 

を{半うブオース

アウトとタッチ 3~ 。。 。 。。。。。。
アウト選択する

局面(ノ}アウ
1 ・ 3~ 4 3 。 l l l 。 l 。 l 

ト、ワンアウ
2 ・ 3~塁 3 2 。 1 l 。 l 。

ト)

合計 83 13/83 3/83 11/83 5/15 3/29 63/63 53/65 12/65 52/52 29/83 36/83 

車事 16% 4% 13% 38% 9% 100% 82% 18% 100% 45% 55% 

注)右方向打撃の打率はノーアウト/ワンアウト/2塁、 2・3塁時の打撃数に対するものである。

パントの打率はノーアウト/ワンアウト/1塁、 2塁、 1・3塁時の打撃数に対するものである。

打撃方向調査 当て率の人数と都合

位置 ピッチヤ“ l塁 2~塁 3塁 ショート レフト センタ} ライト 当て率 人数/全体(割合)

回数 15 12 12 l 10 7 8 3 1∞% 12/20 (60%) 

主事 22% 18% 18% 1% 15% 10% 12% 4% 75-80% 4/20 (20%) 

方向率 総ゴロ打撃数 お方向打球41俄 左方向打球27偲 50-74% 4/20 (20%) 

681i箇 (67%) (33%) 。-46% 。/20(0 %) 

中・強打率の人数と割合

総打数 強打球 中打球 中・強打球打率 人数/全体(割合)

70邸 35回 (50%) 27関 (38%) 100% 8/20 (40%) 

75-80% 5/20 (25%) 

50-74% 7/20 (35%) 

。-46% 。/20(0%) 
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ること，守備における，アウトとった数は42個あり， 3振は13個であったが，残り2911閣のアウト

は内野ゴロであった。したがって，内野ゴロのアウト成功率は54%である。戦術の認識にのミス

はなかったが，捕って投げるという連続動作がまだ遅く，直線的なボールを素早く投げられない

ことなど，伺7JU的技術をまだ十分に習熟していないことが考えられる O

終章

本論文では，ソフトボールの技術・戦術を認識・習得させるための内容と方法に関する指導理

論を創ることを諜題としていた。現在のソフトボールの技術・戦術を客観的に捉え，その本質を

明らかにし，そして，初心者の段階から基本的戦術の認識を形成させながら技術を獲得させる指

導過程を示した。

ソフトボールにおける戦術は，常に「攻防の相互作用によって質的に変化・発展するjことを

押さえながら，その戦術の質的発展の契機となるのは， r時間的な規定要因である 3アウト制と
空間的な規定要閣である 4つのベースの争奪jの状況であり，その状況に対応して， r出塁・進
塁・得点する・させないJという攻防の相互作用が展開されることを明らかにした。
本論文では，技術・戦術の会体的構造を考察する擦に，ソフトボールの「ゲーム状況jを大き

く3つに分けて，この3つの状況に対応させて，それらの「状況jの下での攻撃と防御関係を統

一的に捉え，技術・戦術を系統的に明らかにしようとした。

具体的には，その技術・戦術構造を1)単純なフォースアウト局面，つまり，攻撃側は出塁す

ることを目的とし，守備側は 1塁へのフォースアウトとする局面。 2)複雑なフォ…スアウト局

部，つまり，攻撃側は出塁だけでなく，走者を進塁させ，得点させることを目的とし，守備側は

各塁へのフォースアウトを選択する局部。 3)フォ…スアウトとタッチアウトを選択する局面，

つまり，攻撃傑uは出塁し，味方の走者を進塁させ，得点させ，更に状況により様々な走塁戦術を

選択する局面であり，守備側は各塁へのフォースアウトとタッチアウトを選択する潟冨という 3

段階として提超した。

そして，こうした「空間的・時間的なゲーム状況Jと関連付けた攻撃と守備の技術・戦術構造
の中から，初心者にとって，最も基本的で欠かすこと出来ない技術・戦術を抽出し内容化した。

教育内容を構成するときの基本的な考え方は，1)この攻撃と守備の主要な技術・戦術を，常に

関連性を持たせながら，ゲーム形式で学習できること。 2)集団的戦術を学習する時に必要な個

別的技術も，攻撃と守備の関連性・統一性を考えた上で行使できるように内容化するということ

などであった。

こうして内容として再構成したものを，教材として系統的に順序立てて構成しようと試みた。

このようにして作成した教授プログラムに基づいて実樹受業を行い検証を試みた。

教材の}I罷序は，まず，何よりも，初心考を対象としているのであるから，攻撃と防御の技術と

戦術，戦術と戦術の関連性を考慮して構成した。また，球技運動における「技術の階層性jを考

えて，小さい単位から大きい単位へ，そして，単純から複雑な技術・戦術へという論理で構成し

た。

攻撃側においては，まず¥打者だけの技術・戦術内容から，打者と走者の単純なコンビーネー

ションによる戦術へ，そして，打者と走者の棲雑なコンビーネーションによる戦術へという蝦序

である。守備側においては，状況とあまり関わらない単純なフォ…スアウト戦術から，状洗との

関連を要求する戦術へ，そして，複雑な状況と関連がある厳密な技術を要求する戦術へという臓
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序で構成した。

また，これらの集団的戦術を学習するために，個別的技術が必要になる。個別的技術は，常に

攻防の関連性を考えながら，戦術を実践するために連続動作として指導することを重視した。

以上のような考えで明らかにした指導理論を基づき，実験授業を行った。

実験授業の結果から，また，本論文の会体を振り返って見て，下記のような課題が明らかに

なった。

1，集罰的戦術の内容については，攻撃と防御のそれぞれの戦術と技術の関連性に注自し，それ

らを統一させた内容として構成したが，守備における，内野と外野の関連性や攻撃側の走者と

外野の守備との関連性については十分に内容化できてない。すなわち，外野へのフライやヒッ

トやエラーで外野に抜けた時の，外野と外野や，外野と内野の連係プレー，そして，それと対

応した走者の走り方などの個加的技術や集間的戦術の内容化が不十分で、あり，教育内容は内野

中心になっており，今後の課題となった。

2，攻と防の個別的技術の教材化については，個々の個別的技術の関連性や統一性を考えようし

たが，実際の授業では，個別的技術が十分に習得できていない商があった。たとえば， r投げ
る技術Jでは，学習者はシヨ}トから 1塁へ投げる能力ができていない者がいた。そして，投
げる動作の正確さにおいて，まだ不十分な者がいることなどである。個別的技術であるショー

トから l皐への送球や 2皐からホームへの送球技術が，幾人かが未習得なまま戦術内容の指

導に入るという大きな問題点を残してしまった。このような個別的技術の習得上の問題点は，

戦術内容の習得に大きな影響を与えた。俄別的技術における教材は，もっと厳密に考察し，時

間当たりの練習量などを再検討する必要がある。

また，初心者に高いレベルの戦術内容を学習させようとするのであれば，ベース間の広さの

設定やベース数の減少など，教材の空間的な条件設定を考えるべきで、あった。

3，攻と紡の戦術の教材化については，攻撃と守備の関連性，統一性を考えた上で構成し学留さ

せようとたが，その}I僚序構成の考え方には問題はなかったと考えられる O しかし，本論文にお

いては，攻撃と守備の内野の関連性が教材の中心になっており，戦術内容を学習するための教

材には大きな問題点があると考えられる。たとえば， r単純なフォースアウト局面jの時に，
fッーアウト・満塁jという「教材設定jをしたが，ここでは，守備者は 1塁へフォースア

ウトするより自分にとって近くてアウトにしやすいの塁へアウトにすることを学習内容とすべ

きであった。また，攻撃側にも走塁戦術を含めた教材の設定が大切であると考える。また，こ

の教材の戦術上の単純さと複雑さは，バッターの打ったボールによって決まることであり，打

球が内野ゴロであれば学習内容に対応できるが，ヒットであると守備者にとって内野と外野の

難しい戦術内容になってくることが十分に考察できなかった。このような不合理的な教材の構

成が，まだ，いくつかあると考えられる。今後の教材構成上の大きな課題であると考える。

4，次に授業の分析方法についての改良が挙げられる。実験授業では，授業の流れを大まかには

記録したが，個民的技術の練習時間，量及びそれに伴う技術的な変化の過程などを記録し分析

することができなかった。体育の授業の中心的諜題は，あくまでも，技術の認識と習得にある

ため，その評価も生徒の技術習得の過程，結果によってなされるべきである O

5， 1から4までに示した問題点を解決していくために，日本の代表的な『指導書Jだけでなく，

ソフトボールの技術が世界のトップレベルにある国々の指導理論や指導の実際を研究し，良い

点を学び，筆者の理論をもっと完成させていく必要がある。
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最後に，ソフトボールを指導する上で最も重要な諜題として， r状況判断による戦術の高度
化jがあると考える。この点については，この授業では早い段階からゲームの彰式において，状

批判断を伴う戦術を経験させ，認識させたいと考えたが， rゲームの状沈Jによって戦術が変化
するということを学習考の全員に認識させることが出来たと考えられる。

そして，授業に参加した学生たちが，毎時間の授業が f分かりやすかったJ，rどこをどうすれ
ばよいのかが分かり，上達するのが分かつたjと述べ，会員が授業が「楽しいかったJと答えて

くれていることから，本論文の全体的な考え方と授業そのものは評価できるものと考えている。

今後は，前述したいくつかの間題点を課題にして，もっと厳密な指導理論と授業を創り出して

いきたいと考える。

i主

注1)r指導書jとは，現在日本において多く出されている代表的なソフトボールに関する指導理論である。
注2)進簸は，マイネルの「スポーツ運動学jの優れた点を次の 5つにまとめている。1)学習対象である

スポーツ遂動を時間性・空間性・カ動性という関点から捉えることによって，個々のスポーツの独自性

(特性)を明らかにする視点を与えてくれていること。 2)容体としての個々のスポーツを，その運動形

態の時間的・空間的経過と関連性から非循環運動・循環運動・組み合せ運動という 3つの領域に区分し整

理していること。 3)非循環運動を時間的・空間的経過から準備相・主栢・終相という 3柏構造から捉え，

それらの格互関迷性を明確にしていること。 4)スポーツ運動の習熟の質(諮徴表)を捉える視点を示し

ていること。 5)学習者(主体)の遂動技能の発達位相を年齢ごとに明らかにしていることなどをあげて

いる。筆者は，この進藤の整理に学び，ソフトボールの技術・戦術の構造把擦とその内容化・教材化に生

かしたいと考える。「今，体育科教育について考えていることJ， 現代スポーツ研究会， 2∞0年夏季研究
大会シンポジウムでの報告レジュメ

注3，若林聡「野球における技術・戦術の指導蓄についてJ北海道大学教育学部 卒業論文 1997 

注4 久世たかお「ラグピー・ベースボールの指導についてj 北海道大学教育学部修士論文1992

注5 古殴昇長尾十五二柴田義松緑 f授業と教材研究 r第1章教材研究の課題j 教育学6
1主6 城丸主主夫 大槻健 編 f日本の教育j6 r基礎学カの指導過穏j 新日本出版社 1984 
注7 鈴木秀一 編著 f良い教材・悪い教材.1 rv体育一水泳教材についてj 日本標準出版 1985 
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